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花山天文蔓成る
（巻　頭　言）

　前後ニケ年の歳月を費して計叢建築中であっナこ我が京都帝國大聖花山天

文皇が今や完成した．場所は洛束の風致に富む花山丘上，比叡から生駒ま

で，又，山科から大坂までの：景を一眸の下に牧め，只，京都市の中央部の

みを除外して，東西南北の町鳶中に，常線の松林をぬきんでて銀色に輝や

く新しい早早櫻の大ドームε其の他の大小建築が立ってるる．

　名は移韓であるけれさ，實は創立にも等しい大きさε其の構へであって，

こNに，ククの30センチ以下の屈折機三塁ミ，カルブーの46センチ以下の

反射機二丁こ，グラブの42センチ以下の太陽鏡三皇ミ，其の他の大小器械

が，鏡筒を揃へて，廣々ミ何物にも遽ぎられない天室に向ってみる．誠に

偉観ミ言ふべしである。

　近時，わが國の天文學界は色んな意味に於いて眼ざましい進展を響けて

みる．新學者の輩出，新機械の装置，新研究の嚢表等，實に賑々しい駄態

である．しかし，此等の中にあって，學俗謡に目をそば立てる最も著しい

事件は有力なる新天文壷の創立であらねばならぬ．こNに一つの新時機が

生れ，叉，こXに新しい二二の力が加はる．國のkめにも肚會のためにも，

はナこ全世界のためにも大に親幅しなければならない，

　しかしながら顧るに今度の花山天文毫の完成は，其の質に於てこそ祀へ，

其の量に於いては，實は飴りに聲を大にして誇るには足らざる恨みが無い

では無い．諸機械は皆もNSの大學天文皇から移動したもので，其の多くは

只中日樫のものに過ぎない，欧米の學界に活躍する優秀機に比べるミ，な

かなか以って御祝ひ氣分にのみなっては居られないのである．只，此等の

機械能力の不足を人の努力によって補へるだけ補ひ，倫ほ其の上は他日の

大旨展に待ナこなければならない．


